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金属織物を用いた固体酸化物形燃料電池用集電材の開発 

多重金属織物構造を用いて、高クッション性を有することで高温化でも各部を密着させ、接

触抵抗を抑制した集電材を開発しました。 

本技術の内容・特徴 

 
 
 
 
 
 

 図 1. 平板型セルの構造 
 
 
 
 
 
 

  
図 2. 金属立体織物の構造           図 3. 接触抵抗（ASR） 

 
従来技術に比べての優位性 

➊ 高いクッション性：多重構造により高い圧

縮率と圧縮回復率 

➋ 接触抵抗：織物組織の検討により接触抵抗

を抑制 

➌ 量産性：自動織機による生産 

予想される効果・応用分野 

➊ SOFC での活用 

➋ 別タイプ燃料電池への応用 
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｢平板型セルの構造｣：（図 1） 

 （集電材は各極のセパレータと電解質間に挿入） 

｢金属立体織物の構造｣：(図 2) 
｢集電材の接触抵抗（ASR）｣：(図 3 A,B,C が開発品)  

接触抵抗（ASR）抑制した集電材を実現  
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